
アルシェって？
　北播磨地域の市民活動活性化を
　目的とし、活動しています。
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通常総会のお知らせ

アルシェの平成26年度通常総会を、次の

とおり開催します。

　１．日　　時　　平成26年6月14日（土）

　　　　　　　　  　10時～

　２．会　　場　　エクラ2階 中会議室

　３．審議事項　　25年度事業・決算報告

　　　　　　　　　26年度事業・収支計画 他

総会は、正会員によって構成されるアルシェ

の最高議決機関です。報告書や予算書を元に、

当法人の現状を確認し、進む

べき方向性や運営についての

審議が行われます。

正会員の皆様のご参加をお願い

します。

ト ピ
ッ

ク ス

～ アルシェ１０周年記念交流会～
　NPO法人北播磨市民活動支援センター（愛称：アルシェ）は、平成 15
年 12 月に特定非営利活動法人として認証されてから 10 年の歴史を積み
上げてきました。平成 25 年 12 月 22 日に、10 周年記念事業として、ア
ルシェ 10 周年記念交流会を開催いたしました。
　当日は、アルシェに関わってくださっている行政、NPO法人など 100
名以上の方にご参加いただき、改めて多くの方に支えられていることを
実感できる交流会となりました。
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報委員会は、年 6 回発

行のイベント情報誌「エ

クラ通信」と、年 2 回

発行の本誌「アルシェレター」

の編集を活動の主軸としていま

す。この 2 紙はそれぞれ役割が

大きく違います。

　エクラという建物を拠点とし

て、たくさんの方々が市民活動

に関わり、さまざまな事業やイ

ベントが行われます。それをご

紹介するのが「エクラ通信」です。

　その事業を後ろから支えてい

るのが、市民活動活性化を目的

とするアルシェという組織であ

り、その組織や市民活動に関わ

る人たちの“想い”をご紹介す

るのが「アルシェレター」です。

　エクラとアルシェをもっと

知っていただきたい、そして「エ

クラってすてきなところだなぁ」、

「アルシェってこういう組織なん

だなぁ」と感じとっていただき

たい…という“想い”をもって、

我々広報委員会は紙面づくりを

しています。　

　市民活動に携わるボランティ

アの方々、活動を支える組織側

　　　　　「想い」

考
えてること、し

ゃ
べらせてもらいます

！

アルシェイズム
アルシェの
主義主張を
聞いていただ
こうという、
何とも手前みそなこの
コーナー。今回は本誌発
行に携わる広報委員会の
大畑さんに、ひと言いた
だきました。

にいる人々。そのどちらもが、

お互いに刺激や影響を与え合い

ながら、“想い”を実現していく。

その拠点がエクラです。

　「うるおい交流館エクラ」の看

板の下に、こんな言葉が書かれ

ているのをご存知でしょうか？

The Incubator Of Your Dreams＝

あなたの夢の孵卵器（ふらんき）

たくさんの想い、たくさんの夢

が集まり、温まり、育まれ、巣立っ

ていく場所。あなたの“想い”

もここエクラに持ち寄ってみま

せんか？

０９

　　　　アルシェ広報委員長　　大畑　江美
おおはた　　 え み

広

アルシェ会員数（2014年3月30日現在）

━正会員
　　個人／38人、団体／23団体、企業／0企業

━賛助会員
　　個人／2人、団体／1団体

━アルシェくらぶ登録者
　　個人／97人、グループ／8グループ

　〒675-1366　兵庫県小野市中島町72番地

　　　　　　 　小野市うるおい交流館エクラ

　TEL　0794-63-8156　FAX　0794-62-2400

　MAIL  window@ksks-arche.jp

　URL　http://www.ksks-arche.jp

ＮＰＯ法人  
北播磨市民活動支援センター
　　　　　　 （愛称：アルシェ）

アルシェ広報委員会

問い合わせ先

編 集・発 行

i n f o rm a t i o n

　アルシェは、北播磨地域の方々が市民活動を

通して、「生きがい」や「やりがい」を持ち生き

生きと暮らせる地域づくりを目指しています。

　そこで、アルシェには、ボランティアに興味

のある方、専門知識や特殊技能をお持ちの方に

登録をして頂く制度があります。

　その制度が、「アルシェくらぶ」です。以前は

「人材バンク」という名称でしたが、このたび、

地域の方々に親しんで頂くため「アルシェくら

ぶ」と改称し、より一層の充実をはかってまい

りたいと思います。

 　興味をもたれた方は、ぜひ事務局へお問い合

わせください。

「アルシェくらぶ　発足」


